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【市長メッセージ】 

 

『多文化共生』とは何でしょうか。 

このように聞かれたら、私は「多様性の尊重」と答えます。 

地域に暮らす日本人だけでなく、同じくともに暮らす外国人や海外にルーツを持つ者

が、様々なステージを有したまちづくりというフィールドに一緒に立ち、協力し合って

困難を乗り越え、躍動する姿こそが『多文化共生』であり、福島市が目指すまちづくり

の基本とも考えます。 

 本市は、温泉や果物、花木など、四季折々の豊かな自然景観や観光資源、そして何よ

りも人情味あふれる温かい市民性を有し、かねてから在住外国人や多くの外国人観光客

にも親しまれてきました。 

現在、新型コロナウイルスの世界的な猛威により、本市にお住まいの外国人だけでな

く、本市に在住を希望する、あるいは来訪予定の外国人にとっても、出入国の制限やコ

ロナ禍での新たな生活様式への対応など、様々な場面で活動の自粛が余儀なくされてい

ます。しかし、私たちはこれらの困難に対して、福島への愛着や地域の絆を力に変え、

立ち向かっていくことで、世界にも誇れる“共生・躍動のまち ふくしま”を創ってい

くことができると確信しています。 

 是非、市民や企業、団体の皆さんも、それぞれの『多文化共生』について考え、アク

ションを起こし、みんなで活力あるまちづくりを進めていきましょう。 

 

令和２年（2020年）８月 

 

福島市長 木幡 浩 
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